
 

職職域域及及びび大大学学ににおおけけるる歯歯科科健健診診受受診診勧勧奨奨事事業業  
北多摩北部保健医療圏 

実 施 年 度 開始 令和 6年度、 終了 令和 7 年度 

背 景 

歯科疾患は全身疾患と関連しており、口腔の健康と全身の健康は密接に関係して

いる。 

歯科健診は学校保健安全法等関連法規によって実施が定められているが、それ以

降の歯科受診は自主性に任せられ、進学や就職、結婚等生活環境の変化により歯や

口腔の健康への関心が薄れ、定期的な受診の機会が減ってしまうことが考えられ

る。一方、令和 6 年度より健康増進法に基づき区市町村で実施する歯周病検診の対

象者は、これまでの 40 歳以上に 20 歳と 30 歳を加えて拡大され、切れ目のない歯

科健診の体制が整えられつつある。 

生涯にわたり歯や口腔の健康を維持、増進するためには、早期からかかりつけ歯

科医を持ち、定期的な歯科受診が重要となる。そのため、若年層からの普及啓発が

求められる。 

目 標 
小平市内の大学に在籍する学生や勤務する教職員、小平商工会関係者等の口腔の

健康に関する意識の向上を図る。 

事 業 内 容 

【令和 6 年度】 

・社会歯科学会と口腔衛生学の学識経験者、小平市歯科医師会会長、小平商工会事

務局長、小平市内の大学 2 校の健康管理を担当している職員の協力を得て検討会

議を開催し、口腔状態の満足度等実態を把握するためのアンケート調査の内容や

調査方法等を検討した。 

・市内大学の学生や教職員、小平商工会関係者等に対し、アンケート調査を行った。 

大学の学生と教職員に対しては、アンケート調査とともに同市歯科医師会による

歯科相談を実施した。 

・口腔の健康に関する普及啓発グッズ等を作成した。 

・調査結果の分析、効果的な普及啓発ツールの検討を行った。 

【令和 7 年度】 

・年度当初に検討会議を開催し、令和 6 年度の事業内容の振り返りや令和 7 年度の

事業について検討した。 

また、年度末には 2 年間の事業の評価等を行った。 

・口腔の健康に関するショート動画等普及啓発ツールの作成を行った。 

・動画の配信、ポスター及びステッカーの掲示を行い、市内の大学や商工会等で普

及啓発活動を行った。動画視聴後のアンケート調査を実施し、啓発活動の効果測

定を行った。 

評 価 

令和６年度は小平市内の大学に在籍する学生や勤務する教職員、小平商工会関係

者等の口腔状態の満足度等に関するアンケート調査を行い、実態を把握した。併せ

て大学の学生や教職員の希望者に対し、同市歯科医師会に御協力をいただき歯科相

談を行い、口腔内の悩みやトラブル等の問題解決を図ることができた。 

令和 7 年度は前年度に実施したアンケート調査の結果を踏まえ、ショート動画や

ポスター等の普及啓発ツールを作成し、大学や商工会等で普及啓発を行った。その

際、啓発活動の効果測定を行うため動画視聴後にアンケート調査を実施し、意識の

向上を確認した。 

事業実施後、商工会からは本事業をきっかけに身体の健康だけでなく口腔の健康

についても会員に対し引き続き普及啓発していきたいという声が挙がり、大学では

学内で歯科健診を行うことを計画していることも伺えた。若年層の健康管理を担う

側の歯科保健に対する意識の向上にもつながったが、一過性で終わらせるのではな

く、今後も継続して普及啓発していくことが重要である。 

多摩小平保健所では今回の取組を踏まえ、引き続き青年期を中心とした口腔の健

康に関する意識の向上を図り、市民の口腔の健康の維持増進に寄与していく。 

問 合 せ 先 
多摩小平保健所 管理課 保健医療担当 

電    話  042－450－3111    ファクシミリ  042－450－3261 

E-mail     S1153504＠section.metro.tokyo.jp 
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１１  事事業業実実施施ままででのの経経緯緯  

歯科疾患は全身疾患と関連していることが報告されており、口腔の健康状態は全身の健康状態と密

接に関係している。歯科疾患の代表であるう蝕（むし歯）や歯周病は、発症、進行することで歯が喪

失するリスクが高まり、食事や会話をする等の日常生活にも支障をきたしてしまう可能性がある。 

歯科健診は学校保健安全法で児童や生徒等を対象に毎年定期的に行われる検査項目の一つとして

位置づけられているが、その後は本人の自主性に任せられている。加えて進学や就職等生活環境の変

化に伴い、定期的な歯科受診の機会が減少する可能性が考えられる。 

一方で、令和 6 年度より健康増進法に基づき区市町村で実施する歯周病検診の対象者がこれまでの

40 歳以上に 20 歳と 30 歳を加え拡大されたことから、いわゆる「国民皆歯科健診」実現に向けて切

れ目のない歯科健診の体制が整いつつある。生涯にわたり歯や口腔の健康を維持、増進するためには

早期からかかりつけ歯科医を有し、定期的な歯科受診を習慣づけ、予防だけでなく口腔疾患の早期発

見、早期治療に努めること、とりわけ若年層からの普及啓発が重要である。 

 ※東京都歯科保健推進プラン「いい歯東京」の４本の柱の１つである「ライフステージに応じた歯

と口の健康づくりの推進」において、特に青年期（１８歳～３０歳）はライフスタイルの変化により

う蝕（むし歯）や歯周病のリスクが高まる傾向にあるため、学校や企業等に対してもアプローチする

ことにより社会全体で歯と口腔の健康づくりの推進に向けて機運醸成していく。 

 

２２  事事業業目目標標  

 口腔の健康は全身の健康と密接に関わりがあるため、早期から定期的に歯科受診を促し、口腔疾患

の早期発見、早期治療につなげることが重要である。そこで、多摩小平保健所圏域内５市（小平市、

東村山市、清瀬市、東久留米市、西東京市）の中で、大学数が最も多い小平市を選定し、大学と小平

商工会に協力を依頼し、下記の目標を掲げた。 

 

小平市内の大学に在籍する学生や勤務する教職員、小平商工会関係者等の口腔の健康に関する 

意識の向上を図る。 

 

３３  令令和和６６年年度度事事業業内内容容    

 

（１）令和 6 年度 「歯科健診受診促進のための検討会議」の開催 

   関係機関や市と連携、協力した取り組みを行うために検討会義を設置し、社会歯科学と口腔衛

生学の学識経験者、小平市歯科医師会会長、小平商工会事務局長、小平市内の大学で健康管理を

担当している職員 2 名、小平市健康課長、多摩小平保健所副所長を委員とした。 

会議では、主にアンケート調査の内容や効果的な調査方法について検討した。 

 

（２）アンケート調査及び歯科相談の実施       

〇アンケート調査 

口腔状態の満足度や定期的な歯科受診の状況等実態を把握するためのアンケート調査を実施

した。調査票を作成するにあたり「令和 4 年度 東京都青年期実態調査」を参考とした。 

・対象者：小平市内の大学に在籍する学生や勤務する教職員、小平商工会関係者等  

・実施時期：事前に担当者と協議し、対象者が十分に集まる下記の時期に実施した。小平商工

会関係者等へは、商工会が実施する健康診断、小平市産業まつりの説明会や当日

に実施し、小平市内の大学２校（学生、教職員等）へは、大学が実施する健康イ

ベント等に合わせて実施した。 

・調査方法：オンラインフォーム（Logo フォーム）上に入力またはアンケート用紙に記入とし

た。大学においては、学内のポータルサイトにアンケート票を掲示し、調査当日

だけでなく事前にも回答できるようにした。 

4 月  5 月  6 月  7 月  8 月  9 月  10 月  11 月  12 月  1 月  2 月  3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 月 30 日 
検討会議 
開催 

大学生、教職員等に

対する 
アンケート調査、 
歯科相談の実施 

小平商工会関係者等に対する 
アンケート調査の実施 

アンケート調査結果の分析、課題の抽出 

令和 7 年度に行う普及啓発ツールの検討 

検討会義の委員 
選任、委嘱 
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〇歯科相談 

小平市歯科医師会による歯科相談を大学の学生、教職員（アンケート調査の対象と同一校）

の希望者 26 名に対し実施した。う蝕（むし歯）や歯周病、親知らず等が相談内容として挙げら

れた。 

 

（３）口腔の健康に関する普及啓発グッズ等の作成        

アンケート調査の際に、歯科健診の受診を促進するための普及啓発グッズやのぼり旗を作成し、

啓発活動の効果を高めた。                                   

  

アアンンケケーートト調調査査結結果果（（抜抜粋粋））      

職域（市内大学２校に勤務する教職員と小平商工会関係者等）296 名と大学生（市内大学２校に在

籍する学生）375 名より回答を得られた。その内有効回答数は、職域 291（有効回答率 98.3%）、大学

生 372（有効回答率 99.2%）であった。 

 
―歯や口腔の状況についてー 

「やや不満だが、日常生活には困らない」、「不自由や苦痛を感じている」と回答した者は、職域は 4

割以上、大学生は 3 割以上であった。満足していない理由として、職域は「食べ物が歯と歯の間には

さまる」ことが一番多く挙げられ、大学生は「歯並びなど見た目が気になる」の次に「食べ物が歯と

歯の間にはさまる」ことが挙げられた。 

⇒「食べ物が歯と歯の間にはさまる」ことは、歯周病やう蝕が進行するリスクを高める原因となるた

め、かかりつけ歯科医を持ち定期的に歯科受診をし、予防や早期治療を行うことが重要である。 

 

―定期歯科受診についてー 

定期的に歯科受診をしている者は、職域は約６割、大学生は約４割であった。 

定期受診しない理由として、職域は「忙しくて受診する時間がないため」、「歯や口にトラブルがな

いため」、「面倒なため」が挙がり、大学生は「面倒なため」、「歯や口にトラブルがないため」、「費用

が負担に感じるため」が挙がった。 

⇒かかりつけ歯科医をもち、定期的に受診することの重要性について普及啓発する必要がある。本人

だけではなく学校や企業側に対しても歯科健診を受診する重要性を啓発するとともに、受診環境の

整備を支援することも重要である。 

 

―自治体が実施する歯科健診の認知についてー 

「知っている」と回答した者は、職域は約４割、大学生は約 3 割であった。 

⇒自治体が実施する歯科健診は無料ないし手ごろな値段で受けられるため、かかりつけ歯科医を見つ

けたり、歯科受診のきっかけにもなりうる。 

 

―よく目にする広告媒体についてー 

職域、大学生ともに「オンライン」を活用した媒体が上位に挙がる一方「電車、バス内の広告」も

挙がった。 

⇒よく目にする広告媒体を活用することで効果的な普及啓発を行う。 

 

４４  令令和和 77 年年度度事事業業内内容容  

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

            6 月 11 日 
検討会議開催 

6 月から 10 月  
口腔の健康に関するショート動画、 
普及啓発グッズ等の作成、 
アンケート調査票の検討及び作成 

11 月中旬から 2 月末 
小平市成人歯科健診受診者に対する 
動画視聴、アンケート調査の実施 

11 月から 1 月  
大学生、教職員等に 
対する動画視聴、 
アンケート調査の実施 

アンケート 

調査結果の 

分析、課題 

の抽出 

報告書の 

作成、配布 

2 月 17 日 
第 2 回 
検討会議 
開催 

1 月から 2 月  
小平商工会関係者

に対する動画視聴、 
アンケート調査の 
実施 
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（１）令和 7 年度 第 1回「歯科健診受診促進のための検討会議」の開催 

 令和 6年度の事業の振返り、アンケート調査の結果の共有や令和7年度の事業内容を検討した。 

 

（２）口腔の健康に関するショート動画等普及啓発ツールの作成等 

令和６年度に実施したアンケート調査結果を踏まえ、普及啓発の 

ためにショート動画等啓発ツールを作成した。 

  〇オリジナルキャラクターの作成 

    多摩小平保健所オリジナルキャラクターの「あらうさぎ」、 

「ますくま」とともに普及啓発を行うため、歯みがきと動物 

（きつね）をかけて「はみがきつね」という新キャラクターを作成した。 

 

   〇キャッチフレーズの作成 

     生涯にわたり自身の歯を守るためには、歯みがき等自身で行うセルフケアと歯科医療機関で

歯科健診や予防処置等を行ってもらうプロフェッショナルケアが必要である。そこで、「毎日歯

みがき×ときどき健診」というキャッチフレーズを作成し、「はみがきつね」とともに啓発時に

活用した。 

 

   〇ショート動画の作成 

    検討会議の委員の中から大学関係者を委員として分科会 

を立上げ、意見交換を行い、動画を作成した。 

  作成した動画は、大学や商工会等での普及啓発で配信の他に 

保健所のホームページや都保健所 YouTube に掲載した。 

 

   〇西武バス掲示のステッカー作成及び掲示 

    西武バスに、歯科健診受診促進のために作成したステッカーを令和 7年 11 月から令和 8 年 1 

月末までの 3 か月間掲示した。 

 

〇ポスター及びステッカーの作成及び掲示 

各市役所、コミュニティバス、図書館等の公共施設、大学、小平商工会館、各市医師会、 

歯科医師会や小平市歯科医師会会員の歯科診療所等でポスター及びステッカーを掲示した。 

 

〇普及啓発グッズの作成 

    歯科健診受診促進の普及啓発のためオリジナルグッズを作成し、アンケート調査時等に配布 

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）動画視聴、アンケート調査等の実施 

動画視聴後の歯科保健に関する意識の変化等についてアンケート調査を 

実施した。 

   【大学生、教職員等】 

小平市内の大学で形成される「小平市大学連携協議会～こだいら 

ブルーベリーリーグ～」をとおして、各大学に動画視聴とアンケート 

調査、ポスター、ステッカーの掲示等普及啓発活動の参加を依頼した。 

 【小平商工会会員】 

小平商工会で開催された会議内で会議に出席した委員に対し、動画視聴とアンケート調査を実

施した。 

<西武バス掲示ステッカー> 

<オリジナル新キャラクター> 

<普及啓発動画> 

<普及啓発動画の 

二次元コード> 

<ステッカー> 

<ポスターA2 版> 

<普及啓発グッズ 

（ポーチ）> 

<大学でのアンケート 

調査会場の様子> 

− 38 −

北
多
摩
北
部



 

  【小平市成人歯科健診受診者】 

小平市歯科医師会の協力を得て、令和 7 年 11 月中旬から令和 8 年 2月末までに小平市成人歯科

健診を受診した 20 歳から 39 歳までの方を対象とし、動画視聴とアンケート調査を実施した。 

 

（４）令和 7 年度 第 2回「歯科健診受診促進のための検討会議」の開催 

令和 7 年度の事業の振返りやアンケート調査の結果を共有した。 

会議では、2年間本事業を行うことにより大学や商工会内で口腔 

や歯科健診に対する意識、関心が高まったという感想があった。 

 

 

―動画視聴後のアンケート調査― 

職域（市内大学 5 校に勤務する教職員と小平商工会会員）と大学生（市内大学 5 校に在籍する学

生）の内合計 622 名から回答を得られた。その内有効回答数は、職域 261、大学生 352 であった。（有

効回答率 98.6%） 

≪職域≫ 

年齢：平均年齢 50.1 歳（min 23 歳、max 88 歳） 

性別：男性 40.8%、女性 57.7%、回答したくない 1.5% 

≪大学生≫ 

年齢：平均年齢 20.3 歳（min 18 歳、max 59 歳） 

性別：男性 23.9%、女性 73.3%、回答したくない 2.0%、未回答 0.9% 

 

〇アンケート調査結果一部抜粋 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

<第 2 回検討会議の様子> 

動動画画をを見見てて歯歯やや口口にに対対ししてて意意識識がが変変わわりりままししたたかか。。  

「大いに変わった」、「やや変わった」と回答した者は、職域は 71.1%、大学生は 87.8%だっ

た。動画を見た感想として職域、大学生ともに「歯の大切さがわかった」と回答した者が最も

多かった。 

≪職域≫ ≪大学生≫ 

おお住住ままいいのの市市区区町町村村がが⻭⻭科科健健診診をを⾏⾏っってていいるるここととををごご存存じじでですすかか。。 

  

「知っている」と回答した者は、職域は約 6割、大学生は約 4 割だった。 

本調査対象には令和 6 年度に周知活動を行った 2 大学も含まれていることから、「知ってい

る」と回答した者の割合の向上がみられたと考える。 

≪職域≫ ≪大学生≫ 
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―令和 7 年度 小平市成人歯科健診に関するアンケート調査― 

令和 7 年 11 月 17 日（月曜日）から令和 8 年 2月 28 日（土曜日）までに小平市歯科医師会会員が在

籍する歯科医院において小平市成人歯科健診を受診した者の内合計 22 名から回答を得られた。その内

有効回答数は、19 であった。（有効回答率 86.4%） 

年齢：平均年齢 26.6 歳（min 19 歳、max 39 歳） 

性別：男性 31.6%、女性 63.2%、回答したくない 5.3% 

 

〇アンケート調査結果一部抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

５５  評評価価  

令和６年度は小平市内の大学に在籍する学生や勤務する教職員、小平商工会関係者等の口腔状態の

満足度や定期的な歯科受診の状況等に関するアンケート調査を行い、実態を把握した。 

アンケート調査の際には大学の学生や教職員の希望者に対し、同市歯科医師会に依頼した歯科相談

により、口腔内の悩みやトラブル等の問題解決を図ることができた。 

令和 7 年度は前年度に実施したアンケート調査の結果を踏まえ、ショート動画、ポスターやステッ

カー等普及啓発ツールを作成し、大学や商工会等で普及啓発を行った。その際、効果測定を行うため

にアンケート調査を実施し、意識の向上を確認することができた。 

事業実施後、商工会からは本事業をきっかけに身体の健康だけでなく、口腔の健康についても引き

続き会員に対し普及啓発していきたいという声が挙がった。大学では、学内で歯科健診を行うことを

計画していることも伺えた。結果として、若年層の健康管理を担う側の歯科保健に対する意識の向上

にもつながったが、一過性で終わらせるのではなく、今後も継続して普及啓発していくこと重要であ

る。 

多摩小平保健所では、今回の取組を踏まえ引き続き職域や大学生を中心に口腔の健康に関する意識

の向上を図り、市民の口腔の健康の維持増進に寄与していく。 

今今回回小小平平市市のの成成人人歯歯科科健健診診をを受受けけたた理理由由をを教教ええててくくだだささいい。。    

  

「市からの案内ハガキ」（63.2%）と回答した者が最も多く、次いで「市の広報（紙面）」（26.3%）

が続いた。 

動動画画をを見見たた感感想想をを教教ええててくくだだささいい。。  

「歯科健診を定期的に受診しようと思った」（57.9%）と回答した者が最も多く、次いで「歯

の大切さがわかった」（42.1%）、「歯に対する関心が高まった」（26.3%）が続いた。 
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